
みやぎ仙南農業協同組合

第七次中期経営計画(令和2年度～4年度)

令和２年度の取り組み状況について
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第七次中期経営計画とＳＤＧｓ

≪出典：ＪＡ全中ＨＰより≫
SDGｓは、2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開

発のための2030アジェンダ」に記載された、2030年までに持続可能でよりよい世界を目
指すという国際目標です。上記の17の項目で構成されています。“持続可能な”とは、「将
来の世代のための環境や資源を壊すことなく、今の生活をより良い状態にしていく」との
ことであり2030年まで取り組みが進められます。発展途上国のみならず、先進国、国だけ
ではなく各企業、各個人においてもこの考え方に多くの賛同され取り組みが広がってお
り、ＪＡグループにおいても賛同を表明しています。

第七次中期経営計画にもＳＤＧｓ
の考えが取り入れられています

-1-



第七次中期経営計画の位置づけ
当組合の基本理念の実現へ向けて、第七次中期経営計画の基本方針「組合員と共に創る農業・地域の未来～ＪＡ自己改革へのさら
なる挑戦～」のもと、基本目標である「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「豊かな地域社会の創造」「地域を支えるＪＡ経営基盤の
確立」に向け、１２項目の重点実施事項に基づく２６項目の具体的な取り組みを進めています。

第七次中期経営計画(令和２年度～令和４年度）

基本方針 「組合員と共に創る農業・地域の未来～ＪＡ自己改革へのさらなる挑戦～」

基本目標 「豊かな地域社会の創造」 「地域を支えるＪＡ経営基盤の確立」「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

重点取り組み事項１２項目に基づく２６項目の具体的な取り組み

【ＪＡみやぎ仙南コンセプト(基本理念）】
「食」と「農」を未来へつなぎ、豊かなくらしと心を育み、

夢と笑顔の溢れる地域づくりに貢献します。
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第七次中期経営計画の位置づけ

基本目標Ⅰ 「農業者の所得増大」 「農業生産の拡大」

具体的な取り組み事項重点実施事項
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第七次中期経営計画の位置づけ

基本目標Ⅱ 「豊かな地域社会の創造」

具体的な取り組み事項重点実施事項
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第七次中期経営計画の位置づけ

基本目標Ⅲ 「地域を支えるＪＡ経営基盤の確立」

具体的な取り組み事項重点実施事項
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Ⅰ．「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

1.地域の特性を生かした担い手の確保と育成

【新規就農者の育成・支援】
・新規就農者について、勉強会の開催や巡回面談者のリストを作成、アプローチや支援内容の検討をすすめました。
・柴田町、川崎町、白石市において、行政のサポートチームを組み新規就農者を定期的に巡回しました。

【地域営農を担う生産組織（集落営農・農業法人）及び組織化支援】
・法人協議会設立に向けて、管内の２７法人をリストアップしました。
・行政との連携を強化するため、大河原農業改良普及センター及び各行政との連携・情報共有をすすめ、研修会や
巡回訪問により相談対応しました。
・法人化支援において、ほ場整備事業に取り組んでいる地域を法人化支援を重点地域とし、１０地区をリストアップし
法人が設立されました。
・各生産部会を通じ、定年帰農者の情報を収集し、ＪＡへの出荷、生産部会への加入誘導を図りました。
また、丸森農業創造センターとの共催により農業チャレンジ研修と称した定年帰農者向けの栽培講座を実施しました。

具体的な取り組み事項

定年帰農

令和２年度の取り組み状況について
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2.地域営農ビジョンの策定・実践による農業所得の増大

Ⅰ．「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

【中期経営計画実践を支える地域営農ビジョンの策定と情報共有】
・「地域営農ビジョン」様式により7地区のビジョン（案）を作成し、取り組み目標等の設定を行いました。

令和２年度の取り組み状況について

第七次営農Ｖプランに基づく
ビジョンの策定

地区事業本部の運営体制
～営農ビジョン実践のための協議体を設置～

具体的な取り組み事項

行政との連携
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【農業生産の省力化・低コスト化へ向けた更なる取り組み】
・玉ねぎについては、令和２年度6.3㌶の作付となりました。
・生産資材のコスト低減については、肥料の銘柄集約、農薬の大型規格及び直送により、延べ

1,973.58㌶の面積対応となりました。
・生産資材の価格低減については、予約・早期配送値引き、大口購買奨励等に取り組みました。
・低コスト農機の普及については、事業提案を行い２台の普及となりました。

【担い手経営体に対する個別支援】
・担い手399経営体を選定し、TAC訪問活動を実施しました。

・業務会議の開催による情報共有を実施するとともに、新型コロナ対策支援に関する補助事業
の申請支援を部門間連携により実施しました。
・専門家との連携については、税務申告について税理士と連携しました。
・農業経営管理支援事業（記帳代行）の利用は46経営体となりました。
・青色申告会（会員数183名）によるe-Taxは１２８名の利用となりました。
・経営継続補助金、持続化給付金の申請支援に取り組みました。

Ⅰ．「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

3.担い手経営体のニーズに応える個別対応の強化

産地化
を目指します！

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項
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Ⅰ．「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

3.担い手経営体のニーズに応える個別対応の強化

1,867

2,571

令和元年度 令和２年度

担い手先への訪問件数の推移

（単位：件）

704件増

【農業関連総合相談と担い手支援機能強化による農業者の所得増大の継続した実施】
・毎週特定日に担い手渉外、支店担当者が連携し10件以上訪問活動を展開しました。
取組実績：担い手先2,547件、法人24件の訪問を実施。農業関連資金実績 352,350千円

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項

特定日を設けたことで
より多くの担い手訪問に繋がりました！
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【需要に応じた米づくりによる生産振興】
・栽培マニュアルを作成し、こだわり米（365㌶）、ふるさと安心米（903㌶）の生産に取り組みました。
・実需者ニーズに応える作付け誘導として業務用の作付け誘導をはかり、
前年対比124.8％、3,917袋の集荷となりました。
・作況指数102を反映し、集荷実績は492,487袋（上位等級85.92％ ）となりました。
・買取米については担い手対策の一環として、集荷対策における「戦略的買取販売」と
位置付け、38,082袋（前年対比15,000俵超）の買取実績となりました。

【園芸振興による農業生産の拡大】
・重点品目8品目、推進品目3品目の生産振興に取り組みました。
・TAC園芸作物生産導入推進事業を活用し10品目597aの新規拡大に取り組みました。
・ 「高収益作物次期作支援交付金」の申請手続きを支援しました（199件申請、実行97件）。
・災害からの復興を目指し補助事業等を活用した園芸振興に取り組みました。
（パイプハウス、炭酸ガス発生装置の導入）

22,960 

38,082 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

令和1年産 令和2年産

買取米作付面積推移

15,122袋増

Ⅰ．「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

4.園芸振興などマーケットインに基づく農業生産の拡大 生産者の所得増大に
繋がりました

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項
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Ⅰ．「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

4.園芸振興などマーケットインに基づく農業生産の拡大

【畜産振興による農業生産の拡大】
・優良繁殖雌牛導入・保留の推進については、15事業を実施し、素牛215頭の導入、43頭の保留を実施しました。
・仙台牛率は57％となり、2024年到達目標である55％を上回ることができました。
・ トップ生産者（仙台牛率80％以上）の育成支援を行いました。
・共進会や肉牛祭りの開催により仙南産仙台牛のPRに努めました。
・畜産クラスター事業（拡大加速化事業）を活用し繁殖雌牛１５３頭増頭、乳用初妊牛３頭増頭しました。
機械導入要望8台のうち6台申請を行いました。

具体的な取り組み事項

令和２年度の取り組み状況について

-11-



Ⅰ．「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

4.園芸振興などマーケットインに基づく農業生産の拡大

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000

米穀

園芸

鶏肉

豚肉

鶏卵

加工品

みやぎ生協「めぐみ野」取扱高 （単位：千円）

令和2年度 令和1年度

みやぎ生協「めぐみ野」取扱高

（単位：千円）

令和1年度 令和2年度 前年対比（％）
米穀 519,186 502,895 97%

園芸 312,959 346,271 111%

鶏肉 93,355 101,784 109%

豚肉 54,857 67,270 123%

鶏卵 372,385 330,915 89%

加工品 38,312 58,379 152%

合 計 1,391,054 1,407,514 101%

４部門で前年対比100％超え

【顔とくらしの見える産直（産消提携活動）を通じた相互理解の更なる発展】
・めぐみ野の取り組み（米・園芸・畜産・加工等）取扱総額 1,407,514千円（前年比101％）
コロナ禍によりみやぎ生協との産直交流活動が大きく制限されましたが、消費者ニーズにあった新商品開発提案を行うなど販売
強化に努めました。
・みやぎ生協との「顔とくらしの見える産直」５０周年を迎え「めぐみ野」キャンペーンを実施し、普及拡大に努めました。

具体的な取り組み事項

令和２年度の取り組み状況について
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Ⅰ．「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

5.地域農業の振興に資する営農指導体制の強化

【「農業所得の増大」「農業生産の拡大」を担う営農指導体制の整備】
・穀物乾燥調製貯蔵施設（カントリーエレベーター）
令和2年12月25日 １次造成工事終了
令和3年3月 「カントリーエレベーター施設利用組織推進協議会」設立
令和3年9月上旬 施設利用開始（貯蔵能力2,000㌧、受入面積300㌶）

利用申込71名、96.7㌶ （R3.5.13現在、R3目標80㌶）

・新農業倉庫（金ヶ瀬）
令和3年2月15日完成引渡 9月施設利用開始
収容能力：紙袋、39,900俵（フレコン換算1,641.6㌧）
農業倉庫の機能整備をすすめます。

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項
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Ⅰ．「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

5.地域農業の振興に資する営農指導体制の強化
「たまねぎの産地化に向けて」

と題して実践報告
TAC課 日下晃一さん

【営農指導員の確保と資質の向上】
・営農指導員のレベル向上を目的に応募参加した「令和2年度ＪＡ営農指導

実践宮城県大会」において最優秀賞を受賞しました。
・専門スキルを習得する研修（講習）会及び業務上必要とする資格を選定し、
研修受講や資格取得を支援しました。
・農業機械に関する商品知識の習得のため、展示会へ派遣しました。

具体的な取り組み事項
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Ⅱ．豊かな地域社会の創造

【ＪＡのファン・仲間づくりのためのアプローチ】
・金融と融資を合わせたチラシを作成し、窓口担当、金融渉外者による店頭での
配布や訪問活動時に商品のＰＲを実施しました。
・共済加入者の全訪問と保障拡充、あんしんチェック活動による総合保障の提供を
行いました。

【准組合員の「農」に基づく加入時説明の徹底と意志反映、運営参画】
・「准組合員にかかる意思反映・運営参画促進要領」に基づき、
准組合員モニターアンケートの実施しました。
・組合員組織担当者研修会を実施し、組織担当者間の情報共有と
事務能力の強化を図りました。

1.組合員のアクティブメンバーシップの確立

給与
受取

ローン

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項
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Ⅱ．豊かな地域社会の創造

【参加型イベントへの取り組み】
・全共連主催の少年野球県大会はコロナ禍により中止となり
ましたが、 参加予定であった管内21チームにタープとボールを
寄贈しました。

【地区事業本部毎の特色を生かした協同活動の展開】
・各地区単位での地域活性化活動
→町内清掃活動や女性部、・青年部による地域小学校での
農業体験、食育指導、カルチャー教室、地場農産物の寄
贈等の活動を計画的に実施しました。

・広報活動実施方針・情報発信リーダーの設置要領を整備
→各部署において情報発信リーダーを選出し、職員間の
情報共有体制を強化。対外的な広報活動の充実とＪＡの
ファンづくり活動に取り組みました。

2.地域協同活動の推進

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項
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Ⅱ．豊かな地域社会の創造

【地域の多様な組織との連携および生活インフラ、食農を機軸とした複合サービス、拠点の提供】
・年6回の様々なカリキュラムを通じて地域の女性が学ぶ「女性大学」
→㈱ジェイエイ仙南サービスの介護支援センターと連携し介護に関する勉強会を実施しました。
・ＪＡ女性部「助け合い組織」では、中核病院へ七夕飾りづくりを行いました。
・ＪＡ青年部では、管内小学校へ食農教育活動資材として一輪車を寄贈しました。
・１００歳元気プロジェクト推進員新規認定者5名が誕生し、推進員合計68名となりました。
・ＪＡこども大学において防災教室を開催し、防災意識の醸成を図りました。
・男の料理教室、親子料理教室など親子参加型イベントを開催し、ＪＡ事業へ関心を持ってもらう活動を行いました。

3.ＪＡくらしの活動を通じた地域コミュニティの活性化

0

20

40

60

80

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

100プロ推進員資格取得推移

32名増

具体的な取り組み事項

令和２年度の取り組み状況について

女性大学で地域住民向けの
高齢者福祉や終活の勉強会を

開催しました。
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Ⅱ．豊かな地域社会の創造

【地域の多様な組織との連携および生活インフラ、食農を機軸とした複合サービス、拠点の提供】
・10月1日よりホームページをリニューアルし、ホームページを起点とした他SNS媒体の活用による情報発信力の強化に取り組み
ました。
・令和2年度宮城県広報大賞「地域密着型広報活動の部」において、地域活性化事業の取り組みが高く評価され優秀賞(部門賞)を
受賞し、ＪＡ広報大賞（全国審査会）へ推薦されました。

3.ＪＡくらしの活動を通じた地域コミュニティの活性化

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項
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Ⅱ．豊かな地域社会の創造

【利用者に寄り添った、提案と相談業務の強化】
・３Ｑ訪問活動を通じた未加入者への訪問を実施し、保障提案を行い保障充実を図りました。
・ローン相談会、年金相談会を各地区で開催しました。

【手元で簡単・便利に取引できるインターネット、スマートフォンアプリによる便利機能の提供】
・次世代へIT活用の提案、入金取引である年金振込、給与振込口座の入金取引獲得に取り組み、地域に密着型の
総合事業の強みを生かした推進活動を行いました。

【総合事業の強みを最大限活かした、ＪＡらしいサービスの提供】
・サービス情報提供を強化するため、ロールプレイング大会を開催し、総合的な提案スキルアップに努めました。
・当組合管内の農産物を金融商品の記念品として提供しました。

4.組合員・利用者の期待に応える総合事業の展開

具体的な取り組み事項

令和２年度の取り組み状況について

金融・共済窓口担当者の
各種研修会や勉強会を実施し
スキルアップを図っています。
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Ⅱ．豊かな地域社会の創造

【部門間連携による総合事業利便性の発揮】
・5月1日より「情報交換室」の運用を開始
→ＪＡ内部（役職員）の情報共有と利用者との対話の話題作りツールとして「情報交換室」
を導入。組合員及び利用者への情報提供とサービス強化を図りました。

・ＪＡみやぎ仙南の総合ガイドブック「ＪＡくらしのサポートガイドブック Vol.2」を作成
→組合員加入時をはじめ、各種イベント開催時のＪＡ事業ＰＲに活用しました。

4.組合員・利用者の期待に応える総合事業の展開

令和2年度「情報交換室」に

投稿された情報は245件

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項
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Ⅲ．地域を支えるJA経営基盤の確立

◎自己改革の取組継続と事業部門ごとの基盤確保に向けた経営シミュレーションの強化
・総務管理部門委員会で検討している「固定資産活用方針に基づく処理計画」に基づき、計画的に不稼働資産の
解体、売却、再利用等を進めることができました。
・施設運営について、白石地区の農機センターとあぐりハウスを併設し、運営の効率化を図りました。
・令和2年6月大河原町と「民間施設の臨時避難所使用に関する協定」を締結
→防災時における支援体制の整備を行いました。（対象物件：総合会館ララさくら及び駐車場）

1.自己改革の実践を支える持続可能なＪＡ経営基盤の確立・強化 災害時の避難所として
協定を締結

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項
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Ⅲ．地域を支えるJA経営基盤の確立

【問題解決型研修会による活力ある職場づくり】
・金融課長会議・金融渉外担当者会議、事務研修会（国庫金事務取扱研修会・融資担当者研修会等）を開催
→月1回以上の開催。管理者及び担当者の事務レベル向上に努めました。

【部門間における情報共有】
・各種研修会受講者がリーダーとなり、課内での情報共有化を図り業務及び推進活動に活かすことができました。
・金融渉外と共済渉外の連携を図り、顧客のニーズに対応しました。
・令和2年11月金融部・共済部合同で相続セミナーを開催し、資産形成に係る職員の知識向上に努めました。

2.自己改革の実践を担う人材の育成と活力ある職場づくり

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項
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Ⅲ．地域を支えるJA経営基盤の確立

【人材育成基本方針の見直しと人事制度の再構築】
・限られた人材をどのように育成・教育するか、事業体制・職員数を検討しながら総合職的人材、専門職的人材に
ついてキャリア事例を検討し、人材育成基本方針の骨子案作成へ着手しました。
・能力開発データの作成に向けて全職員の記録内容の検証を行い、職員資格取得指針を策定し、部門・専門職・
総合職に限らず、全職員が取得すべき資格を明確にしました。
・人事情報を一括できるシステムの構築に向けて、現行のシステムの検証を行いました。
・職員意識調査、自己申告書を作成、調査を実施しました。

【内部統制の維持強化と信頼と絆の向上プランに代わる取り組みの実践】
・令和3年度のコンプライアンス・プログラムについて大幅な見直しを行い、取り組み意図と内容についての理解醸成
に努めました。
・内部統制の運用点検と内部監査の充実を図るため、各種点検項目について事業所巡回し事務指導を行いました。

2.自己改革の実践を担う人材の育成と活力ある職場づくり

令和２年度の取り組み状況について

具体的な取り組み事項
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豊かな の農業

仙台牛の里
めぐみ野豚

めぐみ野たまご

ひとめぼれ
ササニシキ
つや姫
だて正夢
etc…

梨・イチゴ・きゅうり
玉ねぎ・長ネギ・生花
ブロッコリー etc…


